
令和5年度 光市人権を考えるつどい

支える側が
支えられるとき

～認知症の母が教えてくれたこと～

入 場
無 料

光市民ホール

0833-74-3603TEL

日 時

会 場

12月9日（土）

10:00～11:55（9:15 受付）

光市教育委員会 人権教育課

講師

藤川 幸之助さん

お問い
合わせ

手話通訳
要約筆記有

日本児童文学者協会会員。1962年生まれ。
長崎大学大学院教育学研究科修了。小学校の教員
を経て、現在は詩作・文筆活動を行い、認知症の
母親の介護経験をもとに、命や認知症を題材にし
た作品を作り続けている。エッセイ集『母はもう
春を理解できない』(harunosora)、自選詩集『支
える側が支えられ 生かされていく』（致知出版）
絵本 こどもにつたえる認知症①『赤ちゃんキュー
ちゃん』など多数執筆。作品や活動は、「天声人
語」などの多くの新聞やNHKハートネットTVなどの
メディアでも取り上げられている。

詩人・児童文学作家

9：15～11：55
人権パネル展示
「人権の花」育成記録展

2023年 

主催:光市、光市教育委員会
共催:光市人権教育推進協議会、光市学校人権教育研究会、光市人権教育指導者研究会

9：20～9：55
人権啓発ビデオ放映

10：00～10：15
開会行事 市長挨拶・来賓挨拶・来賓紹介

10：15～11：45
講演「支える側が支えられるとき」藤川幸之助 氏

11：45～11：55
閉会行事 教育長挨拶

大ホール

ロビー 大会議室

✎筆記用具をご持参ください✎

写真提供：長崎新聞社


